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 植物細胞はその役割に応じて多種多様な形態をとり、組織や器官全体の形を規定して
いる。個々の細胞形態は内的発生プログラムとともに光や重力などの外的刺激にも応じ
て可塑的に変化する。こうした内的外的要因がどのようなシグナル伝達系を介して細胞
形態に反映されるかは興味深いテーマーである。微小管やアクチンなどの細胞骨格系は
細胞形態形成に重要な役割を担っている。動物や酵母の研究では低分子量Gタンパク質
RHOファミリータンパク質が細胞骨格系の中心的制御因子であることが知られている。本
研究では植物においても同様の機能を担っていると考えられるROP(Rho of Plant)に注目
、細胞伸長や細胞骨格系制御との関連について解析する。 し

 
 Ropの上流因子であるRopGRF(Rop guanine nucleotide exchange factor)はアラビドプ
シスで14種類存在している。これまでにこれらRopGEFの機能欠損表現型は報告されてい
ない。そこでRopGEFをアラビドプシス植物内で過剰発現させることでRopシグナルの構成
的活性化は植物細胞の形態形成に与える影響を評価することにした。RopGEFcDNAのＮ末
端にGFPのバリアントであるVenusを連結してXVE誘導プロモーター下で発現させること
した。現在形質転換アラビドプシスを順次作製中である。 と
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